
Ⅰ 研究主題

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童の育成

～心に響く道徳の時間の指導の工夫を中心にして～

Ⅱ 主題設定の理由

今日の社会は、情報化、少子高齢化、価値観の多様化等が進み、子どもたちを取り巻く環境は

急激に変化し続けている。この変化の影響を受け、社会規範自体が揺らぐ社会の大きな変化や家

庭・地域の教育力の低下、異年齢の子どもどうしの交流の場の減少及び社会体験・自然体験の不

足等が問題となってきている。その結果、生命尊重の精神や自尊感情を高めることが難しく、基

本的な生活習慣の定着、規範意識、人間関係を築く力や集団活動を通した社会性の育成等、子ど

もたちの課題も浮き彫りになってきている。これらの課題解決に向けて、子どもたちに「生きる

力」を身に付けさせていくことが必要であり、その理念は新学習指導要領にも示してある。学校

教育では、体験活動を生かして、人間としてよりよく生きる自己実現のできる自分を感じさせ、

主体的に判断して実践していこうとする意欲を育てる教育が必要であり、道徳教育の充実が一層

求められている。

このような背景を受け、平成２０年３月に公示された新学習指導要領では、その改訂の柱の一

つとして、「道徳教育の充実」が掲げられている。総則には、道徳教育は、道徳の時間を要とし

て学校教育活動全体を通じて行うことが明確化されている。

本県においても、教育創造プラン「宮崎ならではの教育」において、心の教育の充実を図るた

めに、人間としての在り方や生き方の自覚を深めるとともに、美しいものや善い行いなどとの出

会いにおいて、素直に感動する心を育むことが重要であるととらえている。そのための施策とし

て、道徳教育の充実を推進し、道徳の時間の指導の充実や豊かな体験活動の充実等を展開してい

る。また、「第２期 明日の宮崎を担う子どもたちを育む戦略プロジェクト」では、戦略４に「命

を大切にする教育の推進」が位置付けてあり、道徳教育の充実を図る施策を推進している。自己

を見つめ、自己の生き方を見直し、よりよく生きていこうとする子どもを育成する道徳教育は、

これからの教育に必要不可欠なものであると考える。

研究実践校である都城市立志和池小学校のある志和池地区は、平成２０年に学校支援地域本部

事業に指定を受け、学力向上や豊かな体験活動の推進に取り組んできた。道徳の時間においては、

保護者や地域人材の活用、参観日の授業の公開等、道徳の時間の指導の工夫・改善を行ってきて

いる。児童の日記や作文、ボランティア活動等の日常活動を見ると、道徳的心情の高まりについ

て、児童の変容が見られる。しかし、保護者のアンケートの結果をみると、思いやり・親切、誠

実・明朗、生命尊重について、まだまだ実践力は高まっていないという意見が多かった。

そこで、本主題を、「自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童の育成」、

副題を「心に響く道徳の時間の指導の工夫を中心にして」と設定した。道徳の時間に深めた道徳

的価値を通して自分自身のよさや課題に気付き、自己の生き方を見つめ、日常生活において、主

体的に実践していこうとする道徳的実践力のある児童の育成を目指したい。本研究では、児童が

実践に移すための過程や実践意欲を高める評価について整理し、体験や体験活動を生かした心に

響く道徳の時間の工夫を中心に、道徳的実践力を高めていく。ここでは、児童の意識調査や記述

物、教師の観察等とともに、心理尺度を用いた客観的な評価も取り入れ、多面的・総合的に研究



の評価を行い、指導に生かしていきたい。このように、実践につながる道徳教育について明らか

にし、児童の心に響く道徳の時間の工夫をしていけば、主体的に実践していこうとする児童の育

成につながるのでないかと考え、本主題を設定した。

Ⅲ 研究目標

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童を育成するための、実践につなが

る道徳の時間を中心とした指導の在り方を究明する。

Ⅳ 研究仮説

道徳的実践につながる過程や評価の在り方を整理し、体験や体験活動を生かした心に響く道徳

の時間の指導の工夫をすれば、自己の生き方を深く見つめ、主体的に実践していこうとする児童

を育成できるであろう。

Ⅴ 研究の全体構想

教育関係法規 【本校の教育目標】 児童の実態

学習指導要領 心身ともに健康で、よく学び、 家庭・地域の実態

県・市の教育方針 正しく判断できる児童の育成 保護者の願い

教育の今日的課題 教師の願い

【研 究 主 題】

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童の育成
～心に響く道徳の時間の指導の工夫を中心にして～

【研 究 目 標】

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童を育成するための、実践につなが
る道徳の時間を中心とした指導の在り方を究明する。

【研 究 仮 説】
道徳的実践につながる過程や評価の在り方を整理し、体験や体験活動を生かした心に響く道徳の時間

の指導の工夫をすれば、自己の生き方を深く見つめ、主体的に実践していこうとする児童を育成できる
であろう。

【研 究 内 容】

問題意識をもた 心を揺さぶる発問の工夫

せる導入の工夫 思いを伝え合う話合いの工夫

自己の生き方を 評価の 実践意欲を高める

見つめさせるため 工夫 説話等の工夫

展開後段の工夫

特別活動の学習活動

心に響く道徳の時間の工夫

体験や体験活動を生かす

実践につながる道徳教育
児童が実践に移すための過程の仕組み

道徳に関する
児童の実態

道徳に関する
家庭・地域の
実態

学校生活全
般の実態

各教科の
学習指導

総合的な
学習の時間
の学習指導

外国語活動
の学習指導

実践につなげるための道徳の時間の指導



Ⅵ 研究内容

１ 研究の基本的な考え方

（１） 「自己の生き方を見つめる」とは

道徳教育は、児童が自己を見つめ、自分という人間の在り方や生き方を正面から見つめて、

自律的な態度や行為がとれる人間形成をしていくことを目指している。

「自己の生き方を見つめる」とは、道徳教育の要となる道徳の時間において、資料を通し

て、人間理解や他者理解を深めながら、道徳的価値について理解する。そして、それを「自

己を見つめる視点」として、自分との関わりでとらえて振り返ることにより、よりよくなろ

うと肯定的に、これからの自己の在り方や目標を意識していることととらえる。

（２） 「主体的に実践していこうとする」とは

「主体的」とは、自分の意志や判断で行動することととらえる。「実践する」とは、道徳

の時間で深められた自己の生き方を、日常の様々な場面で、適切な行為を選択し、進んで行

為に移すような児童の姿ととらえる。つまり、「主体的に実践していこうとする」とは、道

徳の時間に自己の生き方を見つめた児童が、学校・家庭・地域におけるあらゆる場面におい

て、児童自らの意志や判断で適切な行為に移そうとしていることととらえる。

２ 実践につながる道徳教育

道徳教育は、学校の教育活動全体を通して道徳性を育成することを目指している。最終的に

は、道徳の時間に高められた道徳的実践力が、道徳的実践として表れることが、実践につなが

る道徳教育となる。そこで、児童が実践に移すための過程の仕組みを、教育開発研究所出版の

『道徳的体験と行為』（瀬戸真 編著）からまとめ、それをもとに、道徳的実践を支える道徳

的実践力を高めていく道徳の時間の指導について整理した。

（１） 児童が実践に移すための過程の仕組み

ア 動機と道徳的実践

道徳教育は、児童が自律的な行為をとるところまで高めていくことをねらっている。自

律的行為のために必要なのは、自己の中から発生する『内発的動機』である。しかし、児

童の日常生活では、外側から引き起こされる『外発的動機』による行為の場面が多い。主

体的に実践していくためには、道徳的価値を行為に表すための『内発的動機』に目を向け

て指導をしていかなければならない。

イ 発達の段階と道徳的実践

道徳的実践は、児童の発達の段階とも関係が

ある。（資料１）他律的行為は、指示や命令に

よるもので、その行為の意味や効果を十分理解

しないまま行っている場合が多い。一方、自律

的行為は、自発性・主体性によるもので、その

行為は自分の責任において行っているものであ

る。また、中間的な行為としての模倣もある。

小学校低学年の時期までは、指導・教え込み 【資料１ 発達段階と道徳的行為】

・習慣づけのように他律的に教え込まなければ

ならないという考え方がある。行為を模倣させることにより、児童自身が望ましい行為を

体験的に知り、行為の型を身に付けていくと考えられる。

小学校中学年頃からは、自我が芽生え、自分で判断をすることを望むようになる。児童

が内発的動機により、自分の行為を自己責任の下に判断する自律的行為をとるような指導

が効果的となる。

発達の段階 道徳的実践

小学校低学年 他律的行為
（指示・命令）

（模倣）

小学校中学年 自律的行為
（自発性・主体性）



ウ 道徳的価値を内面化し道徳的実践に移す過程

人が道徳的価値を内面化し、道徳的実践として表れるまでには、資料２のような過程が考

えられる。まず、慣れ親しんでいる親や他者への愛着からその行為を模倣し道徳的価値を内

面化し、実践に移される。次に、親や教師等の児童にとって権威となる者に自己を同一化す

る。これは、自分の欲求を抑え、自己を防衛することになる。さらに、友だちや仲間という

集団の中での関係が強くなると、目的を達成

するために、相互に協力する仲間との規範を

遵守するようになり、道徳的価値を内面化し

自律的行為に移す。このような流れで、自律

的行為が反復され、それが習慣化され、日常

化されると、無意識のうちに実践に移すよう

になる。このことが、習慣化、日常化される

と、自然に「内発的動機による自律的行為」

が行われるようになる。このことが、道徳的

実践に移す過程であると考える。小学校高学

年からは、仲間との規範の遵守による実践も

多くなるので、授業の中に話合いを通した考

えを深める場面の意図的な設定が必要になっ 【資料２ 道徳的実践に移す過程】

てくる。

（２） 体験や体験活動を生かした、児童の心に響く道徳の時間の指導や評価の工夫

児童が道徳的実践に移そうとするためには、道徳の時間の指導を充実させ、道徳的実践意欲

や態度を育てることを意識して指導することが必要となる。そのために、道徳の時間は、児童

の体験の中の行為に目を向けさせて考えさせることが効果的だと考える。その行為が自分の意

志や判断で行おうとする内発的動機による自律的行為かどうかをじっくり考えさせることが、

道徳的実践力を高めることにつながっていく。その際、授業で扱う道徳的価値について、自分

自身で納得して価値把握をしているかが重要になる。

ア 体験や体験活動を生かす工夫

人は、自然や社会、人々との関わり

の中で、様々な体験を通して道徳的価

値について考えたり感じたりしている。

この体験を道徳の時間に意識させ、自

分の心と向き合わせることにより、そ

こにある道徳的価値についてじっくり

考えさせることができる。体験を基に

考えさせたり、体験と重ね合わせて考

えさせたりすることは、そのときの心

情や判断基準を明らかにすることへと

つながる。児童の道徳的価値に対する

実態に応じて、資料３に示すように、

各段階において体験や体験活動を生か 【資料３ 体験や体験活動を生かす工夫】

す工夫をしていくことにした。体験の振り返りを繰り返すことにより、道徳的価値が高まっ

ていき、道徳的行為につながっていくと考える。

反 復 ① 愛着からその行為を
模倣する。

習慣化 ② 権威者（親や教師等)
に自己を同一化する。

日常化 ③ 自分の欲求をおさえ
自己を防衛する。

④ 相互に協力する仲間
との規範を遵守する。

内発的動機による自律的行為
（道徳的実践）

体験や体験活動を生かす工夫

導入 価値へ 各教科等の学習活動や生
の方向 活場面等の振り返り（体験）
付け

展開 価値追 体験が意識できる発問
前段 求 （体験）

価値把 役割演技、模擬体験等
握 （体験活動）

展開 価値の 自分の日常生活における
後段 自覚 行為や心情等の振り返り

（体験）

終末 実践意 実践意欲を高める説話等
欲 （体験）



イ 児童の心に響く道徳の時間の指導の工夫

道徳の時間が、児童の心に響くもので

あれば、児童が主体的に実践していこう

とすると考える。心に響く道徳の時間と

は、児童の感性が揺り動かされたり児童

の心に訴えるものがあったりする授業と

とらえる。心から納得できると、自分の

意志や判断で行為に移そうとする意識へ

とつながる。心に響く道徳の時間の指導

の工夫について資料４に示す。

また、実践につながるための道徳の時

間は、児童自らが求め、主体的に学習し

ていくことが望まれる。児童の意識の広

がりについて、資料５に示す。導入で問 【資料４ 心に響く道徳の時間の指導の工夫】

題意識をしっかりもたせ、展開前段で価

値について児童が納得するような授業を

行えば、実践につながる展開後段が活き

てくる。展開後段を重点的に扱うことに

より、実践に移そうという意識が徐々に

高まっていくと考える。そこで、展開後

段に話合いを位置付ける。まずは高めら

れた価値を「自己を見つめる視点」とし、

その行為やその時の気持ち及びそれに至

った理由について考えさせ、小グループ

での話合いを通して、自己の生き方を見

つめさせていく。

以上のことから、心に響く道徳の時間

の指導の工夫について、具体的な手立て

を述べていく。 【資料５ 道徳の時間の児童の意識の広がり】

（ア） 問題意識をもたせる導入や資料提示の工夫

実践につながるためには、内発的な動機を促すものでなければならない。児童自ら考えた

いと思うような導入や資料提示をすることにより、雰囲気づくりやねらいとする価値への方

向付けにつながる工夫をすることにした。

（イ） 心を揺さぶる発問構成の工夫

児童が今までもってきた価値観を、教師の発問によって、児童の心を揺さぶりながら、多

様な感じ方や考え方を引き出すことが、価値の把握につながる。これは、中心発問だけで成

り立つとは限らないので、その布石となる基本発問や掘り下げる補助発問との構成によって、

心を揺さぶり、児童の判断の基になっている経験や価値観を引き出すことにした。

（ウ） 思いを伝え合う話合いの工夫

自分の思いや考えを他者と比較することにより、自分の考えとの類似点や相違点を明らか

にし、登場人物に自我関与しながら自分の経験を振り返らせ、自己の生き方を見つめさせる

ことにつながっていく。そこで、思いを伝え合う話合いの工夫として、考えを整理するため

の書く活動、児童の主体的な話合いを促すための相互指名の２つの手立てをとることにした。

導入 自分もこんなこと 問題意識を
があったな。 もたせる

展開 自分はこう考える。 自我関与
前段 友だちはそうなんだ。

心の底から
こういうことだったんだ。 理解、実感、

納得

展開 自分はどうだったかな。 話合いを通
後段 まだまだできていないな。 して自己の生

き方を再度見
つめさせる。

終末 これからこんな自分でいたいな。

心に響く道徳の時間の指導の工夫

問題意識をもたせる導入 導入 価値への
や資料提示の工夫 方向付け

心を揺さぶる発問構成の 展開 価値追求
工夫 前段 価値把握
思いを伝え合う話合いの

工夫

自己の生き方を見つめさ 展開 価値の自
せる展開後段の工夫 後段 覚

(実践へのつなぎ)

実践意欲を高める説話等の 終末 実践意欲
工夫



（エ） 自己の生き方を見つめさせるための展開後段の工夫

展開後段は、展開前段に資料を通して追及・把握した道徳的価値に照らして、今までの

自分を見つめ、よりよい生き方を内面から自覚する段階である。この段階が実践意欲や態

度につながると考える。そこで、展開後段を下の資料６の流れで学習を進めることにした。

① 資料からはなれて自己を見つめる。 自分の経験について書いて整理する。

（行為・心情・判断について）

② 小グループでの話合いを通して、感 自分の経験について意見交換し、自分とは違う
想や質問、意見を交流する。 考えにふれる。

道徳的価値について感じたことや考えたことを

③ 自己の生き方を見つめる。 自分なりの言葉で表し、価値の主体的自覚を図る。

また、これまでの自分について再度振り返り、
これからの自己の生き方を考える。

【資料６ 自己の生き方を見つめさせるための展開後段の流れ】

（オ） 実践意欲を高める説話等の工夫

展開後段で自分と向き合い自己の生き方を見つめた児童の実践意欲をさらに高めていく

ために、児童の日常の生活体験を紹介したり、内部人材や地域人材を活用したりしていく。

（カ） 評価の工夫

a 評価の考え方

道徳教育における評価は、児童とのふれあいを通して共感的に理解し、多面的・総合

的にとらえていくことが基本である。また、評価の場面や方法を工夫していき、主観的

で曖昧な評価にならないように、客観性をもたせることも必要である。

b 評価の方法

（a） 観察による方法

授業のねらいに即して、観察の視点を定めたチェックリストと自由記述欄を合わせ

た記録用紙を使って、児童のありのままの姿を観察し、記録していく。

（ｂ） 質問紙による方法

道徳に関する実態・意識調査や授業前後の変容をみる調査により把握する。また、

心理学的に尺度を用いて統計学的に分析する。

（ｃ） ワークシートや日記等の記述による方法

児童に感じたことや考えたことを記述させ、共感的に把握する。自分を肯定的に、

客観的にみる自己評価能力についても把握する。

３ 授業実践による検証と考察

（１） 授業の実際

ア 第１回検証授業の考察と改善点 （志和池小学校第６学年 平成２２年７月９日）

導入では、５年生の国語科で学習したマザー・テレサの伝記や言葉を提示し、その後の児

童の発言や相づちから、道徳的価値への意識を高めることができたと考える。展開前段では、

主人公の心の揺れを考えさせる発問構成にしたので、児童の発言も多かった。しかし、体験

活動として取り入れた役割演技が、日常生活での体験と照らし合わせることが難しかったの

で、十分に効果を上げることができなかった。児童の思考の流れに沿った発問構成の工夫が

必要だった。展開後段では、話合いを位置付けたが、話合いがスムーズに進まないグループ

もあった。今後、話合いマニュアルの活用や共通体験の提示等の工夫が必要であると感じた。

以上のような第１回検証授業の反省を受け、第２回検証授業では、展開前段までの価値の

把握と展開後段の価値の自覚について授業を行った。

展

開

後

段



イ 第２回検証授業 （志和池小学校第６学年 平成22年10月20日実施）

（ア） 授業の実際

１ 主題名 人の真心

２ ねらいと資料
○ 相手のことを考えて思いやりの心をもち、相手の立場に立って接しようとする心情を育てる。

（資料名「雪のぼうし」 学研）

３ 授業仮説

○ 本時の学習において、導入における学級活動の学習の想起、展開前段における役割演技、展開後
段における生活場面の例の提示、終末における内部人材の活用等の「体験や体験活動を生かした工
夫」を行えば、自分の生き方を見つめ、実践に移そうとする意欲を高めることにつながるであろう。

○ 展開後段において、自己を見つめさせるときに、これまでの経験や理由、気持ちを書かせ、それ
をもとに小グループで意見交換する活動を位置付ければ、児童は自己の生き方について見つめなが
ら、道徳的価値を内面的に自覚し、実践しようとする意欲を高めることにつながるであろう。

４ 学習指導過程

段階 学習内容及び活動 主な発問 具体的な手立て

気 １ 学級活動の授 ○ 学級活動の授業で 自分たちで作った「実践のめ
業で作った実践 実践のめあてを決め あて」（右）を想起させ、既習の

付 のめあてを出し ました。どんな実践 学級活動の題材「相手の立場」
合う。 のめあてを決めまし の学習を振り返らせ、ねらいと

く ２ めあてを立て たか。 する価値への方向付けをする。
る。 ○ 今日は、「思いやり」 体験を生かす工夫

４ 思いやりにつ について考えていき 問題意識をもたせる導入の工夫
いて考えよう。 ましょう。

３ 資料を読み、 資料を読む前に、資料のあらすじや雪国の様
淳子の気持ちを 子、場面絵を、実物投影機を使って提示する。
中心に話し合う。 問題意識をもたせる資料提示の工夫

(１) 資料「雪のぼ ○ どの場面が心に残
うし」を読み、 りましたか。 俊のためにと心をこめ
心に残ったこと て作った淳子の気持ちに

高 を発表する。 共感できるように、小さ
な折り紙で作った鶴を準
備し、作るのが大変なこ

め (２) 俊にプレゼン ○ 「プレゼントはお とに気付かせる。
トが一番小さか 前のが一番小さい。」 体験を生かす工夫
ったと言われた と言われたとき、淳

る 淳子の気持ちを 子はどんな気持ちだ
考える。 ったでしょう。 雪かきが大変な仕事であ

ることを、写真を提示して
(３) 雪色のぼうし ○ 雪色のぼうしが送 イメージさせ、淳子と俊の
が送られてきた られてきたとき、淳 それぞれの思いを考えさせ
ときの淳子の気 子はどんな気持ちに る発問構成にする。
持ちを考える。 なったでしょう。 心を揺さぶる発問構成の工夫

(４) 雪色のぼうし ◎ 雪色のぼうしには、 中心発問は、書く活動を
２０ こめられた俊の 俊のどんな思いが 取り入れて、書きながら自

思いを考える。 こめられている 分の考えを整理させていく。
でしょう。 それにより、自信をもって

発表できるようにする。
思いを伝え合う話合いの工夫

４ これまでの生 ○ これまでの生活を
活を振り返り、 振り返って、思いや 自分を見つめた経験を
思いやりを受け りのある行いをした 書いて整理させる。書け
た経験を話し合 りされたりしたこと ない児童には、事前のア
う。 を書きましょう。そ ンケートを想起させる。

見 (１) これまでの生 のときの気持ちも書 体験を生かす工夫
活を振り返り、 きましょう。

つ 思いやりのある
行為をしたりさ 小グループで感想や意

め れたりした経験 ○ 書いたことを発表 見、質問の交流を行わせ
を書く。 しましょう。発表を 自分とはちがう考えにも

聞いて質問や感想意 ふれさせる。
る (２) 小グループで 見を出し合いましょ 自己の生き方を見つめさ

話し合う。 う。 せるための展開後段の工夫
○ 自分を見つめる話

(３) 話合いを通し 合いを通して、感じ 話合いの後、自己を再度
１ ８ て考えたことを たことを書きましょ 見つめさせ、「思いやり」

書く。 う。 についての考えをまとめ、
(４) 全体で発表し ○ 書いたことを発表 価値の主体的自覚を図る。
合う。 してください。 自己の生き方を見つめさせ

るための展開後段の工夫



あ ５ 校長先生の話 ○ 校長先生の話を聞 校長先生に、学校生活の中
た を聞く。 いて下さい。 で感じられた児童の思いやり
た のある行為を話してもらい、
め 児童一人一人の実践意欲を高
る めていく。

実践意欲を高める説話等の
３ 工夫

（イ） 授業の分析と考察

体験や体験活動を生かす工夫については、導入において、学級活動の時間に考えた「実践

のめあて」を想起させることにより、本時で考える「思いやり」への意識付けがスムーズに

できた。また、実際に作った折り鶴を見せることにより、以前作った個々の体験を想起させ

ることができ、主人公の気持ちに共感させるのに効果的だった。さらに、展開後段で自己を

見つめるときに、経験を思い出せない児童に、事前のアンケートで書いたことや教師が知る

児童の様子について知らせることにより、自分の経験を振り返りワークシートに詳しく記述

していたので、この工夫は有効だった。

心を揺さぶる発問構成の工夫については、雪かきの仕事の写真を提示してイメージさせ、

登場人物二人のそれぞれの思いを考えさせる発問構成にしたことにより、お詫びや感謝等の

プレゼントにこめられた思いを深く考えていた。

自己の生き方を見つめさせるための展開後段の工夫については、自分の経験を振り返った

後、小グループで話合わせる中で友だちの考えにふれたことにより、ワークシートの記述が

変わってきたり、行為のよさを実感した記述をしたりする児童が多かった。

実践意欲を高める説話等の工夫については、校長から、６年生児童の思いやりに関する話

を聞くことにより、いろいろな人から認められているという意識が高まり、実践意欲につな

がっていくのではないかと考える。

（２） 児童の変容の分析と考察

ア 観察による評価

道徳に関する実態と照らし合

わせながら、授業中の様子につ

いて、観察の視点を基に、３段

階で評価した。記述欄には、教

師の立場から、気付いたことを

総合的に記述し、次の授業に生

かすことができた。（資料７） 【資料７ 観察による評価一覧表の一部】

イ 質問紙による評価

（ア） 授業後の自己評価

【資料８ 授業後の自己評価（７月）】 【資料９ 授業後の自己評価（１１月）】



授業後に、授業への取組について３段階で自己評価をさせたところ、前頁の資料８、資料

９のような結果になった。結果を分析すると、全体的に、「◎」「○」を合わせた授業への

満足度は伸びていると言える。「話合いによる考えの確認や修正」「自己の振り返り」「実践

意欲」は、８０％を超える結果が出ている。授業に話合いを位置付け、話合いによるコミュ

ニケーションの場や機会を増やしたことが、自己の生き方を見つめようとしている姿に表れ

ていると考える。

（イ） 心理尺度による評価 道徳的実践力が高まったかど

うかを、授業後に、心理尺度を

用いた質問紙を用い、４段階で

自己評価をさせた。様々な場面

において、「思いやり・親切」

がどう表れてくるかをみるため

に行った。（質問項目について

は、京都大学 内田由紀子・北

山忍氏の『思いやり尺度の作成

と妥当性の検討』を参考にし

た。）

資料１０の結果を分析すると、

全体的に、７月に比べ１１月の

平均値が伸びていることから、

「思いやり・親切」という道徳

的価値の内面的自覚が少しずつ

深まってきていると考える。発

達段階において、児童一人一人

の考え方や行為も様々である。

道徳の時間の指導と各教科等や

【資料１０ 心理尺度による評価（7 月と 11 月の比較）】 日常生活とを関連させた指導の

継続により、道徳的行為に移そ

うとすることを体験的に身に付

けさせていくことが必要だと考

える。

また、今回用いた質問紙によ

るデータを因子分析してみた。

因子分析とは、複雑な統計資料

を少数の要因に分解し、その要

因間の関係や変動に着目して全

的特徴を理解しようとする統計

上の技法である。

資料１１は、因子分析をした後、

数値が 0.5 以上のものに着目し

て整理したものであり、質問項

目がどの因子と関係が深いかを

【資料１１ 因子分析の結果】 示したものである。



因子１は「人のために何かしようとする傾向性」、因子２は「相手の立場」、因子３は

「共感」とした。資料で、第１回検証授業より第２回検証授業の方が下がった項目は、因

子２によるものと一致する。つまり、本学級の児童は、「相手の立場」についてもっと深

く考えさせることを重点的に指導していくことが必要であると考察した。

ウ 記述による評価

自己の生き方を見つめさせるために、展開後段に「自己を見つめる」á「小グループでの

話合いによる感想や質問、意見の交流」á「自己の生き方を見つめる」という流れを位置付

け、自分の行為やその理由、そのときの気持ちがどのように変容するのかを検証した。

第１回検証授業（親切） 第２回検証授業（思いやり）

私が学校で一人でいると、友だちが「こ バレーボールでいやな負け方をしたとき
自己を っちにおいでよ」と言っていっしょに休 に、母がだいじょうぶと言ってくれました。
見つめる み時間を過ごしてくれました。やさしい とてもうれしかったです。これからもがんば

児 なと思いました。うれしかったです。 ろうと思いました。

童 話合い

Ａ 自己の いろんな友だちがいて、うれしい気持ち 人のことを思って思いやりのあることをす
生き方を が伝わってきました。やさしい人がいる ることは大切だなと思いました。人にやさし
見つめる と気も楽になりました。 くして、思いやりをもって行動したいなと思

いました。

【資料１２ 展開後段の児童の変容例】

資料１２に示す児童のワークシートの記述を見ると、展開後段の自己を見つめる書く活

動では、資料と同じような場面だけでなく、自分の生活をじっくり振り返って、その経

験を書き出している。その記述には、行為だけでなく、そのときの心情にもふれている。

また、小グループでの話合いの後には、「思いやり」や「親切」についての自分なりの

考えや実践意欲と思われる記述が見られる。授業後の感想を見ると、友だちとの考えの

交流が再度自己を見つめることにつながった記述もあった。児童は道徳的価値やこれか

らの自分について自分の言葉でまとめており、話合いを通して再度自己の生き方を見つ

めさせることは有効であったことが検証できた。

Ⅶ 成果と課題
１ 成果

○ 体験や体験活動を生かす工夫を取り入れたことにより、児童が授業の様々な場面で自分を

振り返ることができ、展開後段の自己の生き方を深く見つめることにつながった。

○ 展開後段に、小グループでの話合いを通して再度自己の生き方を見つめる流れを位置付け

たことにより、児童は実践に向けての考え方や意欲を表すようになってきた。

○ 観察や記述に加え、心理尺度による評価を用いたことにより、児童の変容について、より

客観性のある評価をすることができた。

２ 課題

○ 道徳的実践力をさらに高めるために、児童一人一人がもっている道徳的価値やそれまでの

体験等の実態を詳細に把握する方法を研究する必要がある。

○ 児童の実態に応じて、実践につながる道徳教育のための、年間を通した指導計画の改訂が

必要である。
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